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横穴式石室に素焼 きの棺を納めた古墳

あ こだ

赤田1号 墳(奈 良市西大寺赤田町一丁 目)

平成26年 度 に、奈良市内で初 めて横穴式石室
と うかん

の玄室内に陶棺 が納 められた古墳 が見つか りま し

た。 この古墳は、近鉄大和西大寺 ・あや め池駅間

の線路の北側にある尾根の東端で特別養護老人ホ

ームの増築工事が行われた際に発見 され、地名 を
あ こ だ

とって 「赤田1号 墳」 と命名 しま した。

陶棺 とは、6世 紀後半か ら7世 紀 中頃にかけて

近畿地方の中部や岡山県の東部で よくつ くられた

素焼 きの棺です。奈良県内では奈良市の北西部で

数多く出土 し、そのほとん どが深 く丸み を帯びた

蓋 と身からな り、身の底部 に円筒形の複数の脚が
は じ しつき っこ うがた と うかん

付 く 「土 師質 亀 甲形陶 棺」 です。 多 くの場 合 、丘
お うけ つ ぼ ぼ しつ

陵の斜面に横穴を掘削 して埋葬する横穴墓の墓室

内に納められています。

墳丘東半部の基底部 と周溝が残 ってお り、その

形状 か ら本来は直径18m前 後の円墳 と推定 され

ます。墳丘の盛土は後世に削平 された と考え られ

ます。周溝 は幅2m、 深 さ0.75mで 、埋土か ら7

～8世 紀の土器や土馬な どが出土 しま した。
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赤 田1号 墳 の位 置(1130,000)

な お 、 同 じ尾 根 の 西 方 の 南 斜 面 に は 、6世 紀 後
あ ニ だ お うけつ ぼ く ん

半か ら7世 紀 中頃 にか けて造 られ た赤 田横 穴墓群

が あ ります 。 これ まで に1～9号 墓 の発掘 調査 を

行 い 、その配 置 か ら1・2号 墓(東 群)、3～5号

墓(中 央 群)、6～9号 墓(西 群)に 大別 で き、中

央 群 が最初 に造 られ た こ とや 、2・6号 墓 を除 く

横 穴墓 の墓 室 内 に土師質 亀 甲形 陶棺 が納 め られ て

いた こ とが確 認 してい ます。
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赤 田1号 墳 の全 景(北 西 か ら)
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横 穴 式石 室 ・陶棺(南 か ら)
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陶棺と副葬品の土器
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陶棺(奥)と 石室 内出 土遺物(手 前)

横穴式石室 玄室は掘形の内側 に石 を積 んで

造 られてお り、左側壁の石積みが3段 分残ってい

ま した。各段の上端を揃え、最下段は整地土を入

れて高 さを揃 えています。陶棺 を中央に安置 した

と想定すれば、内法は全長3.6m、 幅1.8m前 後 に

復元できます。一般 的に玄門の前には石積みの羨

道が設 けられますが、赤 田1号 墳は盛土で墓道を

構築 しています。

陶棺 陶棺 は土師質亀 甲形で、棺身の約半分が

残存 し、蓋片もわずかに出土しま した。

棺身は成形後 に半分に分割 して焼成 しています。

脚部は、片身で3本 ×3列 を確認できることか ら、

全体で6本 ×3列 であった と推定できます。外側

面には底面に沿 う一条の横方 向の突帯 と、その突

帯 と蓋受け部をつな ぐ縦方向の突帯が貼 り付けら

れています。棺身の内外面には赤色顔料が、蓋に

は赤 ・緑色顔料が塗 られていま した。
じ か ん

出土遺物 陶棺 内か らは南東側 で耳環(金 環、

耳飾 り)1点 が出土 しました。

玄室内では、陶棺東側の床面で6世 紀末～7世
む が い たかつ き つ きふ た

紀初頭の須恵器の無蓋高杯 ・杯蓋が各1点 、玄門

近 くの床面か ら耳環(金 環)2点 、須恵器の甕片

が出土 しま した。また、玄室南東隅近 くの床面で
ひら か

8世 紀の平瓶1点 、玄門の近 くで8世 紀の土師器

1皿1点 が出土 しま した。

特徴 と展望 横穴式石室 に陶棺 が納 め られ た

古墳は、奈良市内では初 めてで、奈良県内で も4

例 目です。奈良市内で出土 した陶棺は、製作技術
あき しの す がわ ら

が埴 輪 と似 て います 。 また 、秋 篠 ・菅原 とい った
は じ

埴輪製作に携 わった土師氏 との関わ りが深い地域

で出土 していることか ら、陶棺の被葬者が土師氏

と関連する可能性 があ ります。

赤 田横 穴墓群のす ぐ近 くで見つかった赤 田1号

墳は、単純に考 えれば横穴墓 と地縁的関係があ り、

単独 に築かれた古墳であることか ら、横穴墓の被

葬者 より格上であることが推測できます。しか し、

副葬品の内容や陶棺の大 きさは横穴墓 と変わ りあ

りません。赤 ・緑色 に塗 り分 けられた陶棺 も赤 田

横穴墓群の3号 墓か ら出土 してお り、地位の高低

を示す ものではな さそ うです。

興味深 いのは、奈良市のす ぐ北 に位置す る南山

城地域では、陶棺 が横穴式石室に納め られ る例が

多 く、横穴墓はほぼ皆無であるとい う傾 向を示 し

ます。 このよ うに、地域 によって埋葬施設 と陶棺

の採用 に差異が認 め られ ることは、赤 田1号 墳の

性格を理解する上で重要だ と考えます。つま り、

横穴墓 と古墳 とい う違いが単純な地位の違いには

な り得ない可能性 を示 しているのです。

このように多 くの検討課題が残 されていますが、

赤 田1号 墳は奈良市の古墳文化の特質 を考 える上

で貴重な資料である と言 えるで しょう。
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